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1　序章

1.　ことばの世代差と断絶
約 30 年で 1 世代と定義される「世代」（generation）という概念は，ふだんの

感覚で言えば，自分の世代と親の世代，自分の世代と子の世代というように表現
される。それらの世代間には，ことばのうえで，何らかの世代差が出ることが予
想される。その上と下まで数えれば，祖父母と孫の世代というように 5 世代が想
定される。一方，ことばに世代差があるという場合，現代のような社会変動の激
しい時代においては，20 年以下，10 年以下，または数年の間であっても，世代
差が生じる可能性がある。特に，小中高生ぐらいの年代では，一つ上または一つ
下の学年の人とも，使うことばが違うと感じることがあるようである。現代の状
況について補足すると，1936 年生まれの人の感覚では，「「書き言葉」に接する
時間が今よりはるかに長かった記憶がある」という（北原（2005，p.291））。同論
によれば，「娯楽の主流は読書で，書物の中で作家が練りあげた日本語の表現に
触れることができた」とのことである。1977 年生まれの筆者の場合，個人的に
は読書が好きであったものの，漫画が広く普及していたこと，テレビゲーム機な
どが身近なところにあったことなどが北原氏の時代と異なり，その分，上の世代
のことばに接する機会が少なくなった。北原（2005）が「上の世代と同じ本を読
んで同じ表現に接していたから，世代が異なっても言葉の感覚は共通するところ
が多く，日本語の変化は今より緩やかであったように思う」と指摘するところは，
すでにおとなになった身としては，大切な事柄であると理解することができる。
しかし，読書以外の娯楽が身の回りにある子ども自身の立場になって考えれば，
上の世代が使うことばを身につけるために読書をしよう，という意欲を自発的に
持つことは難しいであろう。親など周りのおとなが子どもに伝えるべき事柄であ
るが，はたして，そのような観点から読書の有用性を説くことは一般的であろう
か。想像力を伸ばすために，または漢字を覚えるために読書をすすめることはあっ
ても，上の世代のことばを受け継ぐ（継承する）という観点から読書が必要だと
説かれることはあまりない。すでにおとなにとっても子どもにとっても読書が娯
楽の中心ではなくなって久しい。単に「遊ぶ」「暇つぶし」ということに限れば，
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16 　1　序章

読書から漫画，ゲーム，アニメなどに移り変わっても，それは時間をつぶす本人
の自由である。しかし，ことばの受け継ぎということを考えると，読書が娯楽の
中心でなくなることは幸せなこととは言えない。読書には，故人との対話という
性質がある（芝居を見たり，身近な上の世代と会話をしたりしてことばを覚えるとい

うことももちろん重要であるが，ここで読書に重きを置くのは，死者との対話に着目す

るからである。DVD で過去の映像を見るというような方法もとりうるが，さかのぼる

ことのできる時間の範囲が読書ほど長いわけではない）。幕末生まれ，明治生まれの
人がどのようなことばを使い，どのようなモノの考え方をしていたのかを，読書
を通じて下の世代の者は知ることができる。上の世代が使うことばの中には，理
解しやすいものもあれば，理解しにくいものもある。そのような経験を通して，
せめて自分が文章を書く際には，下の世代にも通じやすいことばを選ぶようにし
ようという謙虚な態度が生まれる。多くの人々がこのような態度で臨めば，100
年後，200 年後の人々にとって，現代語（1945 年から 2020 年代の現在までのことば

を現代語と捉える）は理解しやすいものに見えるであろう。しかし，上の世代か
らの受け継ぎ（継承）という気持ちと下の世代へのバトンタッチという気持ちを
持たずに，今がよければ，自分がよければ，それでよいという態度でことばを使
うことが一般化すれば（一般化していれば），未来の日本語話者にとっては，21 世
紀前半はひどい時代だというふうに見えるかもしれない。筆者は，上の世代から
のことばの受け継ぎおよび下の世代へのバトンタッチがうまくいかず，上の世代
が使うことばが廃れたり，下の世代が「むやみに」新しいことばを使いだしたり
することを「ことばの断絶」というふうに捉える。一般的には，「ことばの変化」
として捉えられる事柄もここには含まれる。「変化」という用語は一見，客観的
な事柄を表すかのようであり，便利である。古典語などの話をする際は「変化」
で事足りる。しかし現代語について論じる際は，「変化」という語は，新旧のこ
とばづかいのうち，古いほうを守る人たちに対する暴力的な用語になりうる。そ
の人たちは，祖父母や親の代から手渡されたことばを大事に，当たり前のものと
して使っているだけである。それにもかかわらず，いつのまにか現れたことば（語

や表現）が大きな顔をして居座り，自分たちの使ってきたものは古いものである
とされる。その際に，「変化」という用語によって，あたかも旧から新へと自然
現象のようにことばが移行したというふうに捉えられることとなる。それは旧世
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代にとって耐えがたいことではないか。現代の言語学は，こういう側面を切り捨
ててきたが，ことばは，人が使って初めて成り立つものであり，自然現象とは異
なる。人の気持ちと切り離せない存在である。古典語のような遠い昔の話ではな
く，現在の，または少し前の時代の話をする際には，「変化」という用語で客観
的現象であることを装うことはせず，上の世代と下の世代の間で，ことばづかい，
さらには，気持ちの上で伝統がとぎれているというように捉え，それを「変化」
ではなく，「断絶」という用語で表す。それが本研究の立場である。「断絶」と捉
えれば，世代間の調整，ことばづかいの修復といった観点に価値が見いだせるこ
ととなるが，「変化」という用語からは，そのような見方が出てきにくい。こと
ばは変化するという言い方は，人々が努力する前から諦めの気持ちをいだくこと
にもなりかねない取り扱いの難しい用語である。

2.　ことばの変化について
2.1　ことばは変化すると主張する理由

ことばは常に変化するとは，現代人が常に口にするところである。現代人と断
りを入れた理由は，言語学という学問が発達し，その知識の一端が一般の人々に
も共有されるようになったのは，早くとも近代以降の話であると考えられ，近代
以前の時代に，はたして「ことばは変化する」「ことばは生き物」などというこ
とを多くの人々が自信たっぷりに口にしていたであろうかという疑いが浮かぶか
らである。たとえば清少納言が平安時代のことばの乱れについて書き残している
ように，いつの世にもことばの変化・乱れはあり，現代に限ったことではないと，
無条件に昔の時代と今とを同じように扱おうとするのは危ういことである。当時
の人々のことばの変化についてのモノの見方と現代人の見方とは，言語学という
学問による知識の体系があるか否かという点で異なるからである。現代人のこと
ばが揺れ動くことに正当性を与えるために昔の状況を利用するというのはフェア
な扱いではない。新旧の比較をするのであれば，たとえば，言語学の確立したあ
との時代における時代的な差を扱うとか，義務教育が普及したあとの子どもたち
の能力差を比較するとかいうふうにする必要がある。

今は，ことばの変化を主張しすぎる時代であるように感じる。いわゆる共時態
と通時態の区別がなされ，共時態が特に重視された時代には，通時態への注意が
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